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華
岡
青
洲
の
最
大
の
業
績
は
麻
沸
散
、
一
名
通
仙
散
の
開
発
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
て
全
身
麻
酔
下
に
乳
腺
腫
瘍
切
除
を
含
む
各
種
の
手

（
１
）
（
２
）

術
を
施
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
麻
沸
散
開
発
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
依
然
と
し

て
謎
の
部
分
が
多
い
。
宗
田
一
は
そ
の
所
蔵
す
る
中
川
修
亭
の
『
麻
薬
考
」
（
以
下
宗
田
本
）
の
写
本
が
胄
洲
の
麻
沸
散
開
発
の
歴
史
を
知
る
上

（
３
）

で
極
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
り
、
文
政
九
年
二
八
二
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
岩
田
三
谷
の
『
外
療
秘
薬
考
一
名
麻
薬
考
』
は
、
中
川
修
亭
の
『
麻

（
４
）

薬
考
』
の
到
霜
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
３
）

し
か
し
、
宗
田
は
『
麻
薬
考
」
自
体
に
対
す
る
十
分
な
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
宗
田
は
宗
田
本
の
復
刻
版
の
『
麻
薬
考
』
に
つ

い
て
の
解
説
の
中
で
、
京
都
大
学
の
富
士
川
文
庫
の
写
本
『
麻
薬
考
」
（
以
下
富
士
川
本
）
に
言
及
し
、
同
本
は
虫
食
個
所
が
多
く
善
本
で
は
な

い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
著
者
が
富
士
川
本
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
宗
田
が
指
摘
す
る
虫
食
い
の
個
所
は
殆
ど
な
く
、
さ
ら
に
慶
応
三
年
二

八
六
七
）
三
月
二
十
二
日
の
日
付
を
有
す
る
森
約
之
の
賊
文
に
甚
だ
重
要
な
意
義
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
こ
れ
を
無
視
し
、
さ
ら
に
巻
末
の
図

の
存
在
に
も
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。

一
、
は
じ
め
に

中
川
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
の
書
誌
学
的
研
究

’
四
種
の
写
本
の
検
討
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
五
巻
第
四
号

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
日
発
行松

木
明

平
成
十
年
八
月
六
、
受
付

平
成
十
一
年
七
月
十
七
日
受
理

知
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最
近
著
者
は
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
「
鹿
城
先
生
医
談
』
中
に
『
麻
薬
考
」
の
一
写
本
（
以
下
武
田
本
）
が
収
め
ら
れ
て
い

る
の
を
見
い
出
し
た
。
さ
ら
に
著
者
は
古
書
蝉
か
ら
「
麻
薬
考
』
の
一
写
本
を
購
入
し
た
。
一
枚
二
十
行
の
罫
の
あ
る
和
紙
七
枚
に
記
さ
れ

て
お
り
、
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
比
較
的
新
し
く
、
幕
末
頃
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
（
以
下
松
木
本
）
。
今
回
、
富
士
川
本
、
宗
田
本
、

武
田
本
、
松
木
本
の
四
写
本
に
つ
い
て
、
改
め
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
興
味
の
あ
る
知
見
を
得
た
の
で
報
告

富
士
川
本
の
末
尾
に
は
森
約
之
に
よ
る
甚
だ
重
要
な
祓
文
が
あ
る
。

此
害
余
嘗
購
尋
柳
原
蓋
係
原
真
客
歳
貸
同
寮
斎
木
文
礼
畠
塗
又
貸
同
寮
成
田
玄
昌
前
田
安
貞
而
余
眞
本
則
同
寮
石
川
厚
安
借
去
而
仏
於
客

歳
十
二
月
廿
九
日
火
爽
今
借
前
田
写
本
親
手
謄
録
凡
八
頁
別
附
標
記
図
一
頁
凡
九
頁

慶
応
丁
卯
三
月
廿
二
日
識
森
約
之
養
真

森
約
之
は
以
前
購
入
し
て
い
た
真
本
の
『
麻
薬
考
』
を
多
く
の
友
人
に
借
し
出
し
て
い
た
。
同
僚
の
石
川
厚
安
に
も
貸
出
し
た
が
、
火
災

の
た
め
慶
応
二
年
二
八
六
六
）
十
二
月
二
九
日
に
こ
の
本
を
失
っ
た
。
森
約
之
は
こ
れ
を
借
ん
で
写
本
を
作
っ
て
い
た
前
田
安
貞
か
ら
借
り

て
、
改
め
て
自
分
用
に
一
本
を
作
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
現
在
の
富
士
川
本
で
あ
る
。
森
約
之
が
か
っ
て
自
分
の
所
有
し
て
い
た

本
を
「
真
本
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
富
士
川
本
が
も
っ
と
も
原
形
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は
富
士
川
本
を

中
心
に
他
の
三
写
本
を
比
較
検
討
す
る
。

此
害
甚
珍
善
看
者
皆
感
歎
美

慶
応
丁
卯
三
月
廿
二
日
識

す
る

二
、
宿
士
川
本
の
賊
文
に
つ
い
て
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富
士
川
本
、
宗
田
本
、
武
田
本
、
松
木
本
の
各
写
本
の
書
誌
学
的
記
載
を
一
括
し
て
第
一
表
に
示
し
て
お
く
。
こ
れ
を
一
瞥
し
た
だ
け
で

も
富
士
川
本
が
最
も
由
緒
正
し
い
写
本
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

次
に
宗
田
本
、
松
木
本
を
も
参
考
に
し
て
序
を
校
訂
し
て
お
く
。
武
田
本
は
こ
の
序
を
欠
く
。
な
お
富
士
川
本
と
松
木
本
の
「
序
」
の
最

初
の
部
分
を
写
真
１
，
２
に
示
す
。

蔵
書
印
な
ど

筆
写
者
‘|図

麻
薬
関
係
の

処
方
数

序
の
日
付
一
寛
政
酉
辰
中
夏
既
望
一
寛
政
酉
辰
中
夏
一
無

序 枚
数
写
本 三

、
各
写
本
の
書
誌
学
的
研
究

第
一
表

四
種
の
写
本
の
概
要

一
枚
目
に
森
氏
開
萬

冊
府
之
記
の
印
と
富

士
川
家
蔵
本
の
印

森
約
之

有 有 有 九富
枚士
川
本

二
十
方

無
曲|無|無

宗
田
本

五
枚

二
十
方

月

｜
畷
鑑
蕊
切

灸
穴
秘
録
と
共
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

鉦E
JI，魁

釦E
J1h､不

明
十
四
方

血圧
J､,、 武
田
本

五
枚

半
葉
十
行
の
罫
紙
を
使
用
。

版
心
に
記
載
な
し
・
字
は
拙

劣
。
比
較
的
新
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。

$|無
無 十
四
方

寛
政
酉
辰
中
夏
既
望

有 松
木
本

五
枚
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世
柄
華
元
化
神
書
者
何
以
也
。
非
其
以
令
先
以
酒
服
麻
沸
散
、
既
酔
無
所
覺
、
因
割
破
腹
背
、
抽
割
積
聚
、
若
在
腸
胄
則
断
裁
揃
洗
去
疾

桟
、
既
而
縫
合
傳
以
神
膏
散
故
乎
。
其
事
雌
渉
奇
怪
、
而
亦
非
決
無
之
理
。
夫
雌
非
腸
胄
積
聚
、
毒
在
深
虎
、
鍼
薬
所
不
能
及
者
、
或
割
破

抽
割
、
揃
洗
掃
除
美
。
然
以
麻
沸
散
之
必
不
傳
也
。
人
絶
其
思
世
遂
無
其
工
。
蓋
謂
華
氏
之
麻
沸
散
猶
張
午
子
之
地
銅
儀
也
。
然
往
歳
紅
夷

人
始
傳
麻
薬
、
而
世
遂
榑
之
。
蓋
紅
夷
人
之
於
治
療
、
以
剖
破
断
裁
為
常
。
故
自
然
不
能
無
之
。
且
其
用
酒
有
数
種
、
而
皆
非
尋
常
之
等
故
、

用
之
自
妙
也
。
本
邦
傳
之
也
、
花
井
氏
先
傳
之
。
以
素
其
好
奇
也
。
而
構
思
試
之
久
。
然
遂
末
全
得
其
功
也
。
至
近
歳
入
皆
考
之
大
孜
鑿
之
。

然
為
猶
未
明
。
唯
洛
之
巖
長
氏
有
所
得
云
。
其
徒
某
者
、
亦
大
求
之
。
而
巖
長
氏
不
敢
傳
之
、
故
別
聚
数
方
、
而
普
試
之
。
皆
無
全
験
。
唯

有
一
方
得
験
。
十
七
八
者
可
謂
具
用
心
功
突
。
予
友
花
岡
伯
行
素
好
外
治
割
破
之
術
、
故
亦
求
而
不
已
。
遂
得
効
方
。
予
目
撃
十
数
人
、
無

一
不
効
者
。
鳴
呼
時
芙
哉
。
其
得
麻
沸
散
也
。
如
構
思
超
人
者
、
由
此
求
之
、
抽
割
積
聚
、
揃
洗
腸
胄
、
不
亦
難
美
。
今
挙
予
所
記
方
、
以

鯲
謬
熱
潔
”

識
識
鵡
蕊
蕊
蕊

一
弐
泌
傅
以
神
‐
移
河
散
故
手
臭
奮
ん
薙
渉
奇
怪
而
杯
非
娯

郷
嬢
乏
錘
久
雄
非
鯵
胃
積
累
毒
准
膝
虎
所
禾
能

磯
及
着
或
割
鍛
拘
割
揃
沈
婦
徐
灸
砿
麻
沸
教
稽

に
購
漿
キ
ナ
孟
銅
偽
塾
鍵
律
歳
参
夷
人
好
傳
森
蕊

絢
笹
蓮
博
冬
蓋
塗
夷
ぺ
之
鍍
旅
療
以
劇
彼
鳴
裁

彦
龍
波
賀
褒
禾
無
之
且
用
嘱
有
籔
稚
紡
脊
警
矛
一

『
麻
薬
考
』
の
序

富士川本の序（第｜枚目表）写真’

松木本の序（第1枚目表）写真2

い
も
、
、
・

繋
寒
婆

押
謝
崎

鱗
飛
媚
戊
龍
或
毎
劇
》

争
維
渉
蔀
捲
發
永
雌
爽
埋
さ
ま
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右
の
序
は
、
富
士
川
本
で
は
一
行
の
字
数
は
不
定
で
あ
り
、
一
葉
半
に
わ
た
っ
て
計
二
十
一
行
で
記
さ
れ
、
宗
田
本
で
は
一
葉
に
わ
た
っ

て
十
七
行
で
記
さ
れ
、
一
行
当
た
り
の
字
数
は
一
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
松
木
本
で
は
一
葉
に
十
七
行
で
記
さ
れ
、
一
行
は
二
十
四
字
と
－

１
定
し
て
い
る
。
富
士
川
本
が
最
も
原
本
に
近
い
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
写
本
特
有
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
序
の
前
か
ら
三
分
の
一
程

９９叩
に
あ
る
「
往
歳
紅
夷
人
好
傳
麻
薬
」
の
「
好
」
は
宗
田
本
、
松
木
本
に
あ
る
よ
う
に
「
始
」
が
正
し
い
。
し
か
し
数
ケ
所
の
字
の
異
同
は
別

号
と
し
て
、
こ
の
序
で
最
も
重
要
な
個
所
は
、
「
予
友
華
岡
伯
行
、
素
好
外
治
割
破
之
術
。
故
亦
求
而
不
已
。
遂
得
効
方
。
予
目
撃
十
数
人
。
無

４鐸
一
不
効
者
。
」
で
あ
る
。
中
川
修
亭
が
こ
の
序
を
記
し
た
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
ま
で
に
は
、
青
洲
が
既
に
十
数
人
の
人
た
ち
に
麻
酔
薬
「
麻

５

（
３
）

熱
沸
散
」
を
試
み
て
成
功
し
て
い
た
。
宗
田
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
青
洲
の
麻
沸
散
開
発
の
経
過
を
知
る
上
で
重
要
な
中
川
の
証
言
と
言
え

各
写
本
に
記
さ
れ
た
処
方
に
つ
い
て
一
括
し
て
示
し
た
の
が
第
一
一
、
三
表
で
あ
る
。
頭
の
番
号
は
著
者
が
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
、
最
初

の
処
方
か
ら
順
に
一
、
二
、
三
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
表
で
は
処
方
の
内
容
の
最
初
の
薬
味
だ
け
を
示
し
た
が
、
各
写
本
共
、
処
方
自
体
の
内

容
に
異
同
は
な
い
。
但
し
本
字
、
略
字
の
違
い
は
あ
る
。
富
士
川
本
の
み
森
約
之
に
よ
る
頭
注
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
記
し
て
お
い
た
。

ま
た
各
写
本
と
も
処
方
の
次
に
服
用
時
の
注
意
が
あ
る
。
例
え
ば
処
方
の
二
番
目
で
は
「
又
方
即
前
方
而
少
異
者
大
西
氏
傳
」
と
あ
り
、
「
猪

牙
莱
早
」
な
ど
十
一
味
を
記
述
し
、
そ
の
次
に
「
右
十
一
味
製
為
未
毎
服
二
銭
好
酒
送
下
餘
如
前
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
文
章
に
つ
い

て
も
四
写
本
と
も
特
記
す
べ
き
程
の
異
同
は
な
い
。

よ
＝

-勺
ｰノ

○

廣
之
也
。
希
得
術
之
端
云
爾
。

寛
政
丙
辰
中
夏
既
望

四
、
各
写
本
の
処
方
に
つ
い
て

平
安
中
川
故
識
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処
方九

一
治
一
切
腫
毒
等
瘡
服
之
開
口
一
治
一
切
腫
毒
等
瘡
服
之
開
口

七 汽四
＝一

、

ユ
ク
ノ八

第
二
表
各
写
本
の
処
方
の
比
較
（
｜
）

原
方
牙
早
な
ど
十
味

京
師
人
花
井
氏
才
蔵
傳

花
岡
中
川
二
氏
師
也
頭

注
に
「
約
之
日
瘻
恐
揮
下
同

再
案
恐
麻
」
と
あ
る
。

又
方
猪
牙
早
莱
な
ど

十
一
味
即
前
方
而
少
異
者

大
西
氏
傳

又
方
猪
牙
阜
英
な
ど

八
味
友
筈
傳
試
方

又
方
曼
陀
羅
花
な
ど
三
味

□
（
欠
字
）
膏
麻
薬

草
烏
散
な
ど
三
味

草
烏
散

茅
香
な
ど
十
二
味

金
鎌
麻
薬

川
烏
な
ど
五
味

紅
散
子

富
士
川
本

原
方
牙
早
な
ど
十
味

京
師
人
花
為
方
蔵
花

井
氏
花
岡
中
川
故
某
二

氏
所
師
也

又
方
猪
牙
早
莱
な
ど

十
一
味
即
前
方
而
少
異
者

大
西
氏
傳

又
方
猪
牙
早
莱
な
ど

八
味
友
書
傳
試
方

又
方
曼
陀
羅
な
ど
三
味

整
膏
麻
薬

草
烏
散
な
ど
三
味

草
烏
散

芳
香
な
ど
十
二
味

金
鍼
麻
薬

川
烏
な
ど
五
味

紅
散
子

宗
田
本

原
方
猪
牙
阜
英
な
ど
十
味
一
”
鋤
氏
蝦
早
な
ど
十
味

花
井
氏
傳

又
方
猪
牙
早
莱
な
ど

十
一
味
即
前
方
而
少
異
者

大
西
氏
傳

又
方
猪
牙
早
莱
な
ど

八
味
試
功
方

又
方
曼
陀
羅
花
な
ど
三
味

整
膏
麻
薬

草
烏
散
な
ど
三
味

草
烏
散

芳
香
な
ど
十
二
味

金
鍼
麻
薬

川
烏
頭
な
ど
五
味

紅
散
子

以
上
四
方
伊
良
子
氏
傳

治
一
切
腫
毒
等
瘡
服
之
開
口

武
田
本

又
方
猪
牙
早
英
な
ど

十
一
味
即
前
方
而
少
異
者

大
西
氏
傳

又
方
猪
牙
阜
莱
な
ど

八
味
試
功
方

又
方
曼
陀
羅
花
な
ど
三
味

整
膏
麻
薬

艸
烏
頭
な
ど
三
味

艸
烏
散

芳
香
な
ど
十
二
味

金
籏
麻
薬

川
烏
な
ど
五
味

紅
散
子

右
四
方
伊
良
子
氏
傳

治
一
切
腫
毒
等
瘡
服
之
開
口

松
木
本
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白
馬
通
な
ど
六
味

以
上
中
川
氏
所
集

卜
Ⅱ
一
個

十
三

十
二

十 処
方 十
第
三
表
各
写
本
の
処
方
の
比
較
（
｜
｜
）

怯
歯
麻
薬

草
烏
頭
な
ど
四
味

又
方

外
敷
麻
薬

川
烏
頭
尖
な
ど
六
味

右
三
方
村
井
翁
傳

一
方
岩
切
日
中
神
氏

用
此
方

蔓
陀
羅
花
な
ど
四
味

不
痛
者
不
痛
方

蟷
畭
な
ど
七
味
蟷
蛛
な
ど
七
味

開
寂
前
頭
服
之
不
痛
方
開
取
前
頭
服
之
不
痛
方

号
正
骨
麻
薬
号
正
骨
麻
薬

麻
黄
な
ど
六
味
麻
黄
な
ど
六
味

頭
注
に
「
約
之
日
此
文
未
詳
」
、

「
約
之
日
俗
恐
」

富
士
川
本

怯
歯
麻
薬

草
烏
頭
な
ど
四
味

又
方
白
馬
蛆
な
ど
六
味

以
上
中
川
氏
所
集

外
敷
麻
薬

川
烏
頭
尖
な
ど
六
味

右
三
方
村
井
翁
傳

一
方
岩
功
日
中
神
氏

用
此
方

蔓
陀
羅
花
な
ど
四
味

宗
田
本

外
敷
麻
薬

川
烏
頭
尖
な
ど
六
味

右
三
方
村
井
翁
傳

一
方
蔓
陀
羅
花
な
ど
四
味

以
上
一
方
岩
長
氏
門
人

所
得
云
其
最
功
者

怯
歯
麻
薬

草
烏
頭
な
ど
四
味

又
方
白
馬
蛆
な
ど
六
味

不
痛
方

蝮
蛛
な
ど
七
味

開
取
前
頭
服
之
不
痛
方

号
整
骨
麻
薬

麻
黄
な
ど
六
味

武
田
本

外
敷
麻
薬

川
烏
頭
尖
な
ど
六
味

右
三
方
村
井
翁
傳

一
方
蔓
陀
羅
花
な
ど
四
味

右
一
方
岩
長
氏
門
人
所
得
云

其
最
者

怯
歯
麻
薬

艸
烏
頭
な
ど
四
味

又
方
白
馬
蛆
な
ど
六
味

不
痛
方

鱸
畭
な
ど
七
味

開
取
箭
頭
服
之
不
痛
方

号
正
骨
麻
薬

麻
黄
な
ど
六
味

松
木
本
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以
下
巖
切
附
以
下
殿
功
附

頭
注
に
「
約
之
日
切
恐
永
再

接
功
字
斥
岩
田
敏
功

十
五
中
神
氏
所
用
麻
沸
散
一
方
蔓
中
神
氏
所
用
麻
沸
散
一
方
蔓
鰻
耀
薬

陀
羅
花
な
ど
二
味
陀
羅
花
な
ど
二
味
備
前
豆
田
小
児
医
之
方

十
六
又
方
吉
雄
元
吉
方

蔓
陀
羅
花
な
ど
三
味

十
七
又
方
蔓
陀
羅
花
な
ど
六
味

十
八

十
九

二

十

紀
州
花
岡
氏
方

蔓
陀
羅
花
な
ど
六
味

各
務
氏
整
骨
新
書
中
麻
睡
散

蔓
陀
羅
花
な
ど
二
味

頭
注
に
「
時
還
読
書
続
二
花

岡
随
賢
ノ
麻
薬
ハ
曼
陀
羅
花

五
分
ヲ
酒
或
ハ
焼
酎
ニ
テ
服

セ
シ
メ
其
瞑
眩
不
醒
二
上
好

茶
ノ
濃
煎
汁
ヲ
飲
メ
ム
未
茶

ニ
テ
ハ
功
ナ
シ
」

解
醒
剤

上
好
茶
一
味

二
醇
郷
詞
一
味

又
方
吉
雄
元
吉
方

蔓
陀
羅
花
な
ど
三
味

又
方
蔓
陀
ｌ
花
な
ど
六
味

紀
州
花
岡
氏
方

蔓
陀
羅
花
な
ど
六
味

各
務
氏
整
骨
新
書
中
麻
睡
散

蔓
陀
羅
花
な
ど
二
味

台
列
園
方
白
脚
鯛
一
味

禁
方
艸
烏
頭
な
ど
二
味

蘭
山
日
中
神
氏
方

塗
薬
伯
行
傳

右
五
方

敷
麻
薬
一
方

川
烏
頭
尖
な
ど
十
味

頭
注
に
「
蔓
陀
羅
実
一
銭
酢

棗
仁
八
分
右
件
二
品
」
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第
十
四
番
目
の
処
方
「
又
方
」
の
「
白
馬
通
」
（
富
士
川
本
）
、
「
白
馬
蛆
」
（
宗
田
本
）
の
次
に
富
士
川
本
で
は
「
以
上
中
川
氏
所
集
、
以
下
巖

切
附
」
、
宗
田
本
で
は
「
以
上
中
川
氏
所
集
以
下
巖
切
附
」
、
と
あ
る
が
、
こ
の
記
述
は
武
田
本
、
松
木
本
に
な
く
、
こ
の
記
述
の
み
に
よ
っ

て
も
、
富
士
川
本
と
宗
田
本
が
同
じ
系
統
に
属
し
、
武
田
本
、
松
木
本
は
別
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。
尤
も
富
士
川
本
の

「
巖
切
附
」
の
「
切
」
は
誤
字
で
あ
り
、
第
一
表
に
示
し
た
と
お
り
、
森
約
之
は
頭
注
で
こ
れ
を
正
し
、
「
長
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
下
少
し
異
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
記
す
。

処
方
二
の
最
後
の
記
述
に
つ
い
て
富
士
川
本
で
は
「
右
十
一
味
製
為
未
：
…
・
」
と
あ
る
が
、
宗
田
本
、
武
田
本
で
は
「
右
十
一
味
不
製
為

未
・
…
・
・
」
と
あ
り
、
松
木
本
で
は
「
右
十
一
味
為
味
・
・
：
：
」
と
あ
る
。

本
の
誤
り
、
何

川
本
、
宗
田
寺

者
が
正
し
い
。

富
士
川
本
で
は
欠
字
が
二
字
あ
る
。
第
一
は
五
番
目
の
処
方
の
「
口
膏
麻
薬
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
写
本
に
よ
ら
な
く
て
も
容
易
に

「
整
膏
麻
薬
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
一
つ
の
欠
字
は
六
番
の
処
方
中
の
草
烏
の
量
で
「
各
口
雨
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
他
の
写
本

に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
「
一
」
と
あ
る
か
ら
「
こ
で
あ
る
。

さ
て
、
第
二
表
、
第
三
表
を
概
観
す
る
と
一
見
し
て
富
士
川
本
と
宗
田
本
は
共
に
二
十
一
の
処
方
を
記
載
し
、
一
方
武
田
本
と
松
木
本
は

十
四
方
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
上
の
四
写
本
は
、
富
士
川
本
、
宗
田
本
の
系
統
と
武
田
本
、
松
木
本
の
系
統
に
二
大
別
さ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
武
田
本
、
松
木
本
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
こ
の
他
の
処
方
は
、
後
で
筆
写
者
、
所
有
者
に
よ
っ
て
メ
モ
的
に
記
入
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
麻
薬
考
」
の
内
容
と
は
直
接
関
係
の
な
い
も
の
で
考
慮
外
と
し
て
も
よ
い
。
富
士
川
本
と
宗
田
本
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
富
士
川
本
の
賊
文
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
森
約
之
の
所
有
し
て
い
た
原
本
を
彼
の
多
く
の
友
人
が
供
覧
の
上
写
本
を
作
っ
て
い
る
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
宗
田
本
は
筆
写
者
は
知
ら
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
時
作
ら
れ
た
写
本
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
は
富
士
川

本
の
誤
り
、
例
え
ば
五
番
目
の
処
方
は
「
整
骨
麻
薬
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
、
武
田
本
、
松
木
本
で
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
富
士

川
本
、
宗
田
本
は
共
に
「
整
膏
麻
薬
」
と
誤
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
十
番
目
の
処
方
は
「
整
骨
麻
薬
」
と
「
正
骨
麻
薬
」
が
あ
る
が
前
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処
方
六
の
「
草
烏
散
」
の
最
後
の
用
法
を
記
し
た
個
所
の
末
尾
は
富
士
川
本
、
宗
田
本
で
は
「
…
…
或
塩
水
服
立
復
」
と
あ
る
が
、
武
田

本
で
は
「
…
…
或
水
与
服
立
醒
」
、
松
木
本
で
は
「
或
塩
水
与
服
立
醒
」
と
あ
る
。
処
方
八
の
「
紅
散
子
」
の
最
後
に
武
田
本
、
松
木
本
で
は

「
以
上
四
方
伊
良
子
氏
傳
」
と
あ
る
が
、
富
士
川
本
、
宗
田
本
に
は
な
い
。

処
方
名
の
最
後
の
文
字
は
富
士
川
本
で
は
「
者
」
で
あ
る
が
、
他
の
三
写
本
で
は
「
方
」
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
富
士
川
本
と
宗
田
本
は
同
一
系
統
に
属
し
、
武
田
本
と
松
木
本
は
別
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
が
一

目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
各
写
本
の
第
一
番
目
の
処
方
の
部
を
写
真
３
～
６
に
示
し
て
お
く
。
ま
た
富
士
川
本
の
附
図
を
写
真
７
に
示
す
。

富
士
川
本
、
宗
田
本
は
共
に
処
方
数
が
二
十
方
の
処
方
が
記
述
さ
れ
、
武
田
本
、
松
木
本
で
は
共
に
十
四
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
も
富
士
川
本
と
宗
田
本
は
同
一
系
統
で
、
武
田
本
と
松
木
本
は
同
一
系
統
に
属
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
富
士
川
本
と
宗
田
本
に
つ

原
す
京
師
人
泌
弗
氏
才
胤
博
泌
潤
中

川
二
次
所
師
也

牙
早
木
籍
蝉
宮
笹

萱
辱
川
曾
〆
州
角

南
星
謬
彪
薙
勉
緬
靖
鑪
術
聿
葉

小
勘
γ
蟻
木
者
三
残

蕊
琴
拷
象
釦
沫
基
嬰
銭
好
澗
迭
ィ
妥
髪
倒
劫

一
一

五
、
武
田
本
と
松
木
本
の
差
違

令
函
季
手
前
記
す
泌
廣
乏
鴬
諦
得
暫
一
為
重
鎮
剛

寛
政
丙
辰
守
夏
或
謬
キ
川
越
識

写真3富士川本の処方’

○
京
万
・
鐸
禰
峰
吟
令
般
雄
掛
や
端
｜
一
氏
秀
坪
シ

↑
典
わ
ぞ
永
篭
，
濁
土
鴬
睡
測
う
淵
・
身
藤
や
畠
豊
や

穏
北
輌
誹
強
童
燃
ふ
め
ふ
奪
夫
水
考
・
一
又

左
十
赤
や
ふ
角
唾
二
茎
野
輝
整
下
異
舎
挙
例
ゆ
え
却
八
筆
ん
粧

峨
出
荷
箔
段
天
舞
ふ
閃
者
蒋
允
爪
些
・
万
巧
修
狗
直
廷
外
齢

争
和
布
伶
炉
糎
以
産
拒
或
埠
ゆ
備
寸
了
鎚
正
兆
露
参
神
秒

・
苦
″
雌
蕊
ャ
鷲
齢
此

手
一
々
印
衲
骨
ゆ
ケ
冥
看
大
町
免
儒

拶
嘘
礁
聯
舞
慰
購
興
誘
蕊

蘂
遥
蕊
亥
本
題

お
牛
柔
升
乳
箕
為
胆
一
弐
吾
呼
竿
鯨
卒
葡

父
方
艇
腎
時
蜜
方

写真4宗田本の処方’
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「
織
茎
‐
？
一Ｊ

一
ｈ
原
か
輯
簿

一
㈱
↑
猪
介
碆
吏
ゞ
木
藤
》
ず
台
主
‐

一
角
割
椰
一
堂
鋲
雲
基
擢
乃
島
震
甫
皇

考
拓
掴
塞
方
行
治
術
弊
入
耶
姉
漁
街
袋
瀞
瓜

争
三
腿
承
粛
浪
渉
潅
官
印
催
工
兵
醒
疹
神
秘
九
ガ

ド
ー
ー
‐
１
１
１
‐
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
。
‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｉ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
、
‐
１
１
‐
‐
‐
‐
ト
ー
１
１
‐

’
｜
大
｝
蝉
〃
恥
一
喝
ゞ
．
．
§
、
：
〆
歳
ぷ
、
ゞ
、
◆

吏
二
刀
浄
称
●
刃
命
ク
妥
叉
：
、
霊
一

一
〆
枇
弥
名
吏
本
錐
學
自
生
営
錘
《
《
小
筒
を
》
が
仰
崎
一

罷
鮴
鴻
鳴
蹴
観
噂
噌
罎
權
僻
膝
隆

ｂ
ｆ
ｒ
０
Ｆ
１
駅
‐
卜
脾
リ
Ｈ
■
匡
的
匪
界
■
馴
刈
印
１
Ｊ
ｌ
》
矧

恵
方
ん
サ
内
椅

》
痛
街
裁
疏
捷
啄
豊
永
或
僅
端
溺
餃
耶
椴
垂
久
鯉
毒
神
錘
・
も
方

〒
‐
ｌ
‐
‐
弥
‐
‐
‐
踊
奄
Ｌ
・
〈
』
卜
‐
‐
；
Ｉ
Ｉ
Ｉ
８
Ｎ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
‐
‐
‐
‐
‐
‐

也
服
菰
中
葉
海
風
》
“
：
：
》
典
鳶
％
ず
ゑ
韓
鴬
ｆ

一
息
《
化
羅
北
瑠
罐
鍵
霊
鐵
小
箇
香
吋
炎
永
各
一
二
卦

浴
十
球
が
戎
毎
眼
》
一
芳
桧
胸
逸
下
妥
人
薙
倒
励
系
粂
へ
単
旭

苅
傷
出
す
尭
或
矢
鎚
入
珂
患
唇
鉋
鋤
洋
あ
肴
総
袴
異
人
示
弥

＃
島
瀞
求
驚
ム
ロ
主
脅
錘
〃
す
川
具
慶
南
豊

判
呈

写真5 武田本の処方’写真6松木本の処方’

厚
牟
欄
外
標
記
圏

不
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文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
稽
古
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
岩
田
三
谷
の
「
外
療
秘
薬
考
一
名
麻
薬
考
』
に
つ
い
て
宗
田
は
「
こ
の
書
は
修
亭
の
『
麻

薬
考
』
の
剰
霜
本
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
か
ら
見
れ
ば
写
本
で
伝
わ
っ
た
『
麻
薬
考
」
を
校
訂
す
る
に
便
で
、
『
麻
薬
考
」
の
誤
字
を
こ
れ
で

正
す
こ
と
が
出
来
、
ま
た
処
方
中
で
由
来
の
不
明
の
も
の
が
わ
か
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
伊
良
子
氏
方
な
ど
あ
っ
て
伊
良
子
流
外
科
で
用

（
５
）

い
た
と
い
う
麻
酔
薬
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
記
し
て
い
る
。
確
か
に
剰
講
本
に
よ
っ
て
も
校
訂
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
他
に
写
本

が
あ
る
の
で
、
先
ず
こ
れ
ら
の
写
本
に
よ
っ
て
誤
り
を
正
す
べ
き
で
、
剰
霜
本
に
よ
る
校
訂
は
あ
く
ま
で
も
従
と
す
べ
き
で
あ
る
。
宗
田
の

指
摘
す
る
伊
良
子
氏
方
も
武
田
本
、
松
木
本
に
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
田
は
『
外
療
秘
薬
考
』
を
復
刻
し
て
い
る
の
で
、
比
較
す
れ
ば
分

か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
『
外
療
秘
薬
考
」
に
は
二
五
方
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
二
十
方
は
「
麻
薬
考
』
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

両
写
本
の
処
方
に
順
に
番
号
を
付
し
て
比
較
す
る
と
富
士
川
本
の
一
～
三
ま
で
は
「
外
療
秘
薬
考
」
の
一
三
～
二
三
ま
で
、
富
士
川
本
の

一
二
～
一
五
は
『
外
療
秘
薬
考
」
の
五
～
八
と
な
り
、
富
士
川
本
の
一
六
、
一
七
は
『
外
療
秘
薬
考
』
の
二
、
三
、
富
士
川
本
の
一
八
、
一

九
、
二
○
は
「
外
療
秘
薬
考
」
の
九
、
二
、
一
二
に
相
当
す
る
。

つ
ま
り
岩
田
三
谷
は
中
川
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
の
二
○
方
を
そ
っ
く
り
自
著
に
収
載
し
、
そ
の
最
初
に
「
麻
沸
散
」
、
四
番
目
に
「
緑
豆
湯

方
」
、
十
番
目
に
「
黄
連
解
毒
湯
」
、
そ
し
て
最
後
に
第
二
三
方
の
川
烏
頭
尖
な
ど
六
味
の
処
方
に
一
味
を
つ
け
加
え
た
だ
け
の
殆
ど
無
意
味

推
察
さ
れ
る
。

い
て
は
既
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
武
田
本
と
松
木
本
の
差
違
に
つ
い
て
論
じ
た
い
・

武
田
本
で
は
す
べ
て
「
曼
陀
羅
」
と
あ
る
が
、
松
木
本
で
は
「
曼
陀
羅
花
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
の
み
で
は
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ

る
が
、
松
木
本
の
処
方
九
と
十
に
お
い
て
、
「
閑
陽
花
」
に
各
々
「
ヤ
ウ
ラ
ク
ッ
、
ジ
」
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
松
木
本
で
は
比
較

的
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
半
葉
十
行
の
罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
松
木
本
は
武
田
本
の
系
統
の
写
本
か
ら
筆
写
さ
れ
た
も
の
と

六
、
富
士
川
本
と
岩
田
三
谷
の
「
外
療
秘
薬
考
」
の
比
較
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華
岡
胄
洲
の
「
麻
沸
散
」
開
発
に
関
し
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
中
川
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
に
つ
い
て
、
現
在
四
種
の
写
本
が
知
ら
れ
て
い

〕
る
。
こ
の
中
、
賊
文
と
そ
の
内
容
、
さ
ら
に
付
図
が
あ
る
こ
と
で
、
富
士
川
本
が
最
も
原
本
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
田
本
は
富
士
川
本

９９叩
の
系
統
に
属
す
る
が
、
宗
田
が
富
士
川
本
を
見
て
い
な
が
ら
そ
れ
を
無
視
し
て
自
家
本
を
復
刻
し
た
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
。

唱
武
田
本
、
松
木
本
は
収
載
す
る
処
方
数
が
富
士
川
本
、
宗
田
本
よ
り
六
つ
少
な
く
、
富
士
川
本
と
は
別
系
統
の
写
本
で
あ
る
。
こ
の
四
種

塞
の
写
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
麻
薬
考
」
を
ほ
ぼ
完
全
に
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

５認
掴
筆
す
る
に
際
し
て
、
複
写
作
製
な
ど
で
御
配
慮
を
戴
い
た
京
都
大
学
図
書
館
、
武
田
科
学
振
興
財
団
の
杏
雨
書
屋
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

誌
本
稿
の
要
旨
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
十
月
の
第
九
八
回
日
本
医
史
学
会
で
紙
上
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
思
わ
れ
る
改
変
を
行
っ
て
、
二
方
を
つ
け
加
え
て
第
二
四
方
、
第
二
五
方
と
し
て
体
裁
を
整
え
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
分
か
り
や

す
く
し
た
も
の
が
第
四
表
で
あ
る
。

（
４
）

〆
、

（
５
）

へへ〆へ

Qワ1

－己、坐文
J

七
、
結

（
昭
和
四
六
年
）

前
掲
文
献
一

前
掲
（
三
）

呉
秀
三
華
岡
胄
洲
先
生
及
其
外
科
、
吐
鳳
堂
、
東
京
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
年
）

森
慶
三
他
医
聖
華
岡
青
洲
、
医
聖
華
岡
青
洲
先
生
顕
彰
会
、
和
歌
山
市
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
年
）

宗
田
一
「
華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
（
通
仙
散
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
呉
秀
三
「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
」
付
録
、
思
文
閻
、
京
都
、
一
九
七
一

献

五
，

’
三
瓜（

三
）
の
二
～
二
二
頁

の
三
三
～
二
四
頁

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）
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十 第
四
表
富
士
川
本
と
「
外
療
秘
薬
考
」
の
比
較

原
方

又
方

又
方

又
方

口
膏
麻
薬

草
烏
散

金
嫉
麻
薬

紅
散
子

治
一
切
腫
毒
等
瘡
服
之

開
口
不
痛
者

開
娠
前
頭
服
之
不
痛
方

外
敷
麻
薬

一
方

怯
歯
麻
薬

又
方

中
神
氏
所
用
麻
沸
散

又
方
吉
雄
元
吉
方

又
方

紀
州
花
岡
氏
方

各
務
氏
整
骨
新
書
中
麻

睡
散

解
醒
剤

富
士
川
本

（
霧
雪
）
巾
守
鰕
抑
等
恕
柁
筆
朴
思
幽
骨
国

＝

一
一
ｌ
又
方

三
一

－
１
又
方
一
二
三

｜｜｜

中緑又
神豆方
某湯
方方

五四三

外
療
秘
薬
考

抜
歯
牙
麻
薬
六

又
方
七

中
神
某
方
八

家
方
九

黄
連
解
毒
湯
方
十

各
務
某
方
十
一

上
好
茶
十
二

花
井
某
方
十
三

大
西
某
傳
方
十
四

又
方
十
五

又
方
十
六

整
骨
麻
薬
十
七

草
烏
散
十
八

又
方
十
九

又
方
二
十

村
井
某
方
二
一

一
方
二
四

一
方
二
五

処
方



ABibliographicalStudyonShuteiNakagawa'sMayaku-ko''(ACollection

ofAnestheticsandAnalgesics)-AComparisonofFourManuscripts-

bvAkitomoMATSUKI

ThegreatestachievementofSeishuHanaoka,oneofthegreatestsurgeonsintheEdoperiod,wasthe

innovationofanoralgeneralanestheticcalledMafutsu-San"anditsclinicalapplication,however,the

detailedcircumstancesoftheinnovationremainunknowntous.ShuteiNakagawa,aclosefriendof

Hanaoka,wroteasmallpamphletentitled';Mayaku-ko''in1796.Thisbrochureisveryimportantfor

clarifyingtheprocessofHanaoka'sstudyonthegeneralanesthetic.Atpresentlhavefoundfour

manuscriptsof'mMayaku-ko''whichareintheFujikawaLibraryofKyotoUniversity,Soda'sLibrary

(PersonalLibrary),theKyo-uLibraryofTakedaPharmaceuticalCompany,andMatsuki'sLibrary

(Author'sLibrary).Theyareclassifiedbibliographicallyintotwogroups・TheoneinCludestwomanu-

scriptsoftheFujikawaLibraryandSoda'sLibrary,whichdescribetwentyprescriptions.Theothertwo

arethemanuscriptsofKyo-uandMatsuki'sLibrariesdescribingonlyfourteenrecipes.Amongthem,

theFujikawa'smanuscriptisthebest,becauseithasapostscriptbyYakushiMoriwhotranscribedthis

manuscriptfromtheoriginalbyShuteiNakagawa.TheFujikawamanuscripthasfourillustrationsof

plantsintheendofthemanuscriptwhichtheotherthreemanuscriptslack.Astheoriginalmanuscript

byNakagawawaslostinafireinl867,itispossibletomakeanaccuratereproductionoftheoriginal
bybibliographicalcomparisonoffourextantmanuscripts.

（
誘
雪
）
曲
↓
鰕
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等
恕
棉
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朴
母
幽
特
囮

⑪
《
、


